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井
上
円
了
の
教
育
観

祖
父
江
章
子

　
学
祖
井
上
円
了
博
±
の
教
育
観
に
つ
い
て
博
±
の
多
く
の
著
述
中
、
こ
こ
で
は
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
　
（
明
治
二
六
年
、
一
八
九

三
）
と
＝
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
　
（
明
治
三
一
年
、
一
八
九
八
）
の
二
書
を
主
と
し
て
用
い
た
。
こ
れ
ら
の
著
述
に
お
け
る
学

祖
の
教
育
に
対
す
る
見
解
の
紹
介
を
主
と
し
、
そ
れ
ら
を
理
論
と
実
際
の
二
つ
に
分
け
て
考
察
し
、
次
い
で
哲
学
館
、
現
東
洋
大
学

．
の
教
育
目
標
を
井
上
博
士
が
奈
辺
に
置
い
て
い
ら
れ
た
か
、
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。

一
　
教
育
の
理
論

H
教
育
の
意
義
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
学
祖
は
ω
「
勿
論
教
育
の
関
係
す
る
所
は
甚
た
広
漠
に
し
て
単
に
知
識
の
み
な
ら
ず
情
感
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

意
志
に
も
又
肉
体
に
も
関
係
す
る
も
の
な
り
然
れ
ど
も
其
主
と
す
る
所
は
知
識
開
発
に
あ
り
と
言
ふ
を
得
べ
し
」
　
（
『
教
育
宗
教
関

係
論
」
、
四
十
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
．
、
②
「
教
育
の
意
義
に
広
狭
の
二
種
あ
り
、
狭
意
の
教
育
は
一
定
の
目
的
を
以
て
有
意
的
に

人
を
教
化
す
る
も
の
を
言
い
、
広
意
の
教
育
は
有
意
と
無
為
と
を
問
わ
ず
直
接
な
り
間
接
な
り
す
べ
て
人
生
感
化
変
成
す
る
力
あ
る
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も
の
を
言
う
、
即
ち
日
月
星
辰
、
山
川
禽
獣
の
如
き
是
な
り
」
（
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
、
十
↓
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
上
記
の
ω
の
中
で
情
感
以
下
の
文
は
ω
の
広
意
の
教
育
に
、
ω
の
知
識
の
開
発
は
②
の
狭
意
の
教
育
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
す
る
と

思
わ
れ
る
。

O
教
育
の
種
類
　
　
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
四
一
頁
～
四
二
頁
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
学
祖
の
説
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
表
に
な

る
。　

　
　
　
ホ

　
　
　
（
・
心
理
学
に
属
す
）

　
以
上
の
う
ち
教
育
本
来
の
目
的
は
心
育
で
あ
り
、
体
育
は
「
心
意
の
発
達
を
期
せ
ん
が
為
に
其
身
体
の
育
成
及
ひ
健
康
を
謀
る
を

以
て
な
り
」
（
同
書
四
］
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
き
ら
に
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
に
お
い
て
学
祖
は
第
四
節
（
九
頁
）
か
ら
第
十
五
節
（
四
十
頁
）
に
わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な

教
育
の
種
類
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
前
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
、

　
ω
自
然
的
教
育

　
　
　
　
第
一
類
　
天
文
、
気
象

　
　
　
　
第
二
類
　
地
形
、
地
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

　
　
　
　
第
三
類
　
植
物
、
動
物
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第
四
類
　
人
間
社
会
（
次
の
②
以
外
の
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
②
人
間
的
教
育

　
　
　
　
家
庭
教
育

　
　
　
　
学
校
教
育
ー
直
接

　
　
　
　
朋
友
教
育
ー
ー
間
接

　
③
　
精
神
的
教
育

　
上
記
②
の
人
間
教
育
に
関
し
、
学
祖
は
教
育
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
教
育
上
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

①
工
業
及
美
術
、
②
政
治
及
宗
教
、
③
風
俗
及
儀
式
、
の
三
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　

　
な
お
上
記
②
の
直
接
、
間
接
の
意
と
は
別
に
、
間
接
と
は
母
親
の
胎
内
に
い
る
間
、
直
接
と
は
出
生
後
に
受
け
る
教
育
の
こ
と
で
、

前
者
は
即
ち
胎
教
で
あ
り
、
後
者
は
①
天
然
の
教
育
、
②
人
為
、
③
装
飾
、
④
地
位
、
⑤
名
称
の
教
育
等
々
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て

い
る
。

日
学
校
の
種
類
　
　
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
七
五
頁
以
下
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
学
校
を
ま
と
め
る
と
、
　
（
）
内
は
筆
者
が
補
な
っ
た
。

　
ω
（
授
業
内
容
か
ら
み
る
と
）
①
専
門
、
②
普
通
、
③
実
業
、
④
学
理
を
講
す
、
の
四
。

　
②
（
教
育
の
対
象
は
）
①
幼
年
者
、
②
壮
年
者
、
③
女
子
に
限
る
、
④
盲
唖
に
限
る
、
の
こ
れ
も
四
。

　
③
（
設
立
者
別
で
は
）
①
官
立
、
②
公
立
、
③
私
立
、
の
三
。

　
次
に
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
一
〇
頁
で
は
前
述
の
教
育
の
種
類
と
同
じ
く
次
の
三
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ω
自
然
的
学
校

　
②
人
為
的
学
校
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③
精
神
的
学
校

　
学
祖
が
分
類
さ
れ
た
学
校
の
種
類
は
、
教
育
の
意
義
の
う
ち
、
狭
義
の
意
、
即
ち
学
校
教
育
の
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
的
に

言
え
ば
、
生
涯
教
育
、
社
会
教
育
の
範
疇
に
ま
で
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

固
教
育
の
目
的
　
　
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
の
所
々
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
教
育
の
目
的
に
関
す
る
文
は
、

　
（
教
育
も
宗
教
も
）
「
其
目
的
と
す
る
所
に
至
り
て
は
一
な
り
即
ち
真
理
に
本
き
て
人
心
を
目
的
と
す
る
に
至
て
は
一
な
り
故
に
其

講
究
は
共
に
哲
学
に
よ
ら
さ
る
へ
か
ら
ず
」
（
六
四
～
六
五
頁
）

　
「
教
育
も
宗
教
も
共
に
人
心
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
其
の
中
教
育
は
心
の
現
象
上
に
関
係
し
宗
教
は
心
の
本
体
上
に
関
係
す
」

（
三
九
頁
）

　
「
今
之
を
心
の
上
に
就
て
言
へ
は
教
育
は
人
の
成
長
と
共
に
次
第
に
変
化
す
る
心
象
に
基
つ
き
宗
教
は
終
始
不
変
な
る
身
体
に
基

つ
く
既
に
教
育
は
変
化
す
る
心
を
取
る
を
以
て
現
在
一
世
を
目
的
と
し
宗
教
は
不
変
の
心
に
本
つ
く
か
故
に
広
く
過
去
未
来
に
亘
り

て
三
世
に
相
関
す
」
（
五
十
頁
）

　
「
抑
も
教
育
の
目
的
は
↓
個
人
の
心
意
を
開
発
し
て
完
全
な
る
人
物
を
作
る
に
あ
り
而
し
て
其
人
に
し
て
完
全
な
る
と
き
は
之
に

由
り
て
組
織
せ
ら
る
る
国
家
も
亦
完
全
な
る
へ
し
故
に
教
育
は
完
全
な
る
一
個
人
を
作
り
以
て
国
家
を
益
す
る
も
の
な
り
」
（
二
七

～
二
八
頁
）

　
上
記
の
学
祖
の
所
見
を
ま
と
め
る
と
、
教
育
宗
教
共
に
基
本
は
真
理
で
、
目
的
は
人
心
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
講
究
は
両
者
と
も

哲
学
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
教
育
は
同
じ
心
で
も
現
象
上
に
関
係
し
て
い
る
。
故
に
教
育
は
人
の
成
長
と
共
に
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

す
る
心
象
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
現
在
一
世
を
目
的
と
す
る
。
次
に
こ
れ
は
教
育
の
種
類
の
所
で
引
用
し
た
が
（
2
5
ペ
ー
ジ
及
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

2
）
教
育
本
来
の
［
日
的
は
心
育
に
あ
り
、
最
も
関
係
が
深
い
学
問
は
心
理
学
で
あ
る
。
そ
の
心
育
は
一
人
一
人
の
心
意
を
開
発
し
て
　
2



完
全
な
る
人
物
を
育
成
す
る
に
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
個
人
の
集
合
体
で
あ
る
国
家
の
利
益
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
学
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
〕

の
言
わ
れ
る
完
全
な
る
人
物
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
「
教
育
は
此
世
界
に
対
し
て
道
徳
を
守
ら
し
め
以
て
完
全
な
る
人
物
を
作
ら

ん
と
し
…
…
」
（
五
一
頁
）
と
、
道
徳
を
守
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
時
代
に
お
い
て
も
変
ら
な
い
教
育
の

目
的
で
あ
る
と
思
う
。

　
次
に
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
に
お
け
る
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
学
祖
は
、
「
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
朋
友
教
育
は
教
育

其
物
を
目
的
と
す
る
も
の
な
り
、
就
中
前
二
者
は
直
接
に
し
て
朋
友
教
育
は
間
接
な
り
」
（
二
四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書

中
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
直
接
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
教
育
家
、
特
に
小
学
校
の
教
諭
を
対
象

と
し
て
著
わ
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

教
育
の
実
際

　
こ
こ
で
は
教
育
の
実
際
に
つ
い
て
前
項
に
関
連
し
つ
つ
、
日
教
育
の
対
象
、
口
教
育
家
と
し
て
の
基
本
的
条
件
と
心
構
え
、
日
学

校
教
育
、
に
分
け
て
学
祖
の
考
え
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
日
教
育
の
対
象
　
　
対
象
は
言
う
ま
で
も
な
く
人
間
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
学
祖
は
「
凡
そ
天
地
の
間
に
目
に
見
、
手
に
触
る

る
も
の
実
に
幾
億
万
な
る
や
殆
ど
数
量
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
錐
も
、
人
類
よ
り
貴
重
な
る
も
の
な
く
人
間
よ
り
霊
妙
な
る
も
の
な

き
は
余
が
言
を
待
た
ざ
る
所
な
り
」
（
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
、
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

口
教
育
家
の
条
件
と
心
構
え
　
　
前
項
⇔
教
育
の
種
類
と
㈲
教
育
の
目
的
で
述
べ
た
通
り
、
教
育
本
来
の
目
的
は
心
育
に
あ
り
、
最

も
関
係
の
あ
る
学
問
は
心
理
学
で
あ
る
。
こ
の
心
理
学
の
研
究
が
実
際
の
教
育
に
及
ぼ
す
効
用
に
つ
い
て
学
祖
は
、
「
然
ら
ば
其
学
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は
如
何
な
る
関
係
を
教
育
の
上
に
与
う
る
か
と
言
ふ
に
心
理
学
は
智
情
意
の
性
質
規
則
を
攻
究
す
る
も
の
に
し
て
其
結
果
を
実
際
に

適
用
す
る
も
の
は
教
育
な
り
即
ち
心
理
学
は
理
論
に
し
て
教
育
は
応
用
な
り
故
に
心
理
学
の
講
究
は
教
育
を
実
施
す
る
に
欠
く
へ
か

ら
さ
る
学
問
な
り
と
知
る
へ
し
」
（
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
四
↓
～
四
二
頁
、
註
2
の
引
用
文
に
続
く
）
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
の
第
三
節
（
六
～
九
頁
）
に
お
い
て
学
祖
は
、
教
育
家
自
身
の
識
見
が
高
く
か
つ
大
な
る
場
合
は
今

は
逆
境
に
あ
っ
て
も
心
に
余
裕
が
あ
り
、
従
っ
て
徳
性
も
品
格
も
自
然
に
其
人
の
身
に
備
わ
る
の
で
「
故
に
教
育
家
た
る
も
の
は
先

ず
其
識
見
を
進
む
る
を
肝
要
と
す
」
（
六
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　

　
こ
れ
は
教
育
家
の
識
見
が
高
ま
れ
ば
、
そ
の
人
に
接
す
る
人
た
ち
i
特
に
理
論
よ
り
も
感
化
の
影
響
を
受
け
易
い
児
童
生
徒
ー
が
、

教
育
家
（
教
諭
）
の
言
行
を
模
範
と
し
て
自
然
の
間
に
良
い
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
前
項
の
教
育
の
目
的
の

　
　
　
　
ヨ

引
用
文
（
2
5
ペ
ー
ジ
）
で
見
た
よ
う
に
教
育
は
現
在
一
世
を
目
的
と
す
る
。
し
か
し
上
記
の
感
化
は
教
育
家
自
身
が
他
界
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
感
化
は
単
に
そ
の
人
自
身
の
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
教
え
子
た
ち
の
精
神
上
に
連
動
し
て
後
世
に
伝
わ
る
、
と
説
か
れ

て
い
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
次
い
で
教
育
家
は
天
地
自
然
を
代
表
し
て
社
会
の
子
弟
を
教
育
す
る
大
任
を
負
っ
て
い
る
天
職
で
あ
る
か
ら
、
一
度
教
育
界
に
身

を
投
じ
た
以
上
、
終
身
教
育
に
従
事
す
る
決
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
時
の
腰
掛
け
の
つ
も
り
で
教
育
に
従
事
す
る
な
ら

ば
最
初
か
ら
な
ら
な
い
方
が
よ
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
教
育
家
と
し
て
の
条
件
と
心
構
え
は
、
ω
心
理
学
を
研
究
し
、
教
育
の
現
場
で
実
際
に
応
用
す
る
。

②
自
身
の
識
見
を
高
め
る
。
③
］
生
教
育
の
仕
事
を
続
け
る
。
の
三
点
に
な
る
。

日
学
校
教
育
　
学
校
は
い
か
な
る
つ
と
め
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
学
祖
は
、
「
教
育
は
主
と
し
て
学
校
の
任
す
る
所
に
し
て
宗

教
は
寺
院
教
会
の
司
と
る
所
な
り
教
育
の
国
家
に
必
要
な
る
は
何
人
と
錐
も
熟
知
す
る
所
に
し
て
敢
て
余
か
言
を
待
た
す
」
（
『
教
育
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宗
教
関
係
論
』
、
九
二
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
で
は
「
人
間
的
教
育
は
先
に
示
せ
る
が
如
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6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

く
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
朋
友
教
育
の
三
種
あ
る
も
其
中
心
と
な
り
模
範
と
な
る
も
の
は
学
校
教
育
な
れ
ば
…
…
」
（
三
八
頁
∀

と
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
じ
　

　
こ
の
学
校
教
育
を
自
然
教
育
と
比
較
す
る
と
、
自
然
教
育
の
方
は
、
ω
目
的
を
有
し
、
②
方
法
を
取
捨
し
、
③
人
（
被
教
育
者
∀

に
利
あ
る
も
の
を
択
ぶ
、
の
三
点
が
教
育
者
で
あ
る
自
然
の
方
で
主
体
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
教

育
は
上
記
の
目
的
・
方
法
・
選
択
の
三
点
を
教
育
家
自
身
の
意
志
、
判
断
に
よ
っ
て
自
由
自
在
に
取
捨
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
故
に
学
校
教
育
は
教
育
の
本
領
に
し
て
人
知
の
発
達
に
最
も
力
あ
る
は
勿
論
な
り
と
錐
も
、
若
し
其
用
ふ
る
所
の
原
料
、
其
具
す

る
所
の
体
質
を
考
ふ
る
に
一
と
し
て
自
然
よ
り
其
供
給
を
仰
が
ざ
る
は
な
し
」
（
三
九
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
学
祖
が
説
か
れ
た
所
を
ま
と
め
る
と
、
学
校
の
任
務
は
教
育
に
あ
る
。
そ
の
教
育
は
家
庭
教
育
を
初
め
他
の
教
育
の
模
範
と
な
り

中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
然
教
育
と
比
較
す
る
と
、
学
校
教
育
の
方
は
教
育
家
自
身
が
、
教
育
の
目
的
方
法
な
ど
を
取

捨
選
択
で
き
る
。
し
か
し
根
本
的
な
も
の
は
自
然
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
自
然
と
の
関
係
は
、
口
教
育

家
の
条
件
と
心
構
え
、
の
所
で
ふ
れ
た
「
教
育
家
は
天
地
を
代
表
し
て
社
会
の
子
弟
を
教
育
す
る
大
任
…
…
」
と
い
う
学
祖
の
説
と

関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

　
こ
こ
で
は
学
祖
井
上
圓
了
博
士
が
東
洋
大
学
の
基
礎
で
あ
る
日
哲
学
館
を
如
何
な
る
目
的
、

た
か
、
次
い
で
口
学
祖
の
教
育
観
、
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

方
針
及
び
主
義
を
も
っ
て
設
立
さ
れ



井ヒ円∫の教育観

H
哲
学
館
の
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ア
へ

　
ω
目
的
　
　
学
祖
は
護
国
愛
理
の
二
大
目
的
を
達
成
す
る
に
は
教
育
と
宗
教
を
振
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
実
際
上
の
応

用
が
哲
学
館
創
立
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
上
で
、
「
而
し
て
哲
学
館
の
目
的
と
す
る
所
は
文
科
大
学
の
速
成
を
期
　
広
く
文
学
史
学
哲

学
を
教
授
す
る
に
あ
る
も
就
中
教
育
家
、
宗
教
家
の
二
者
を
養
成
す
る
に
あ
り
て
其
方
針
と
す
る
所
は
教
育
の
方
は
日
本
主
義
を
取

り
宗
教
の
方
は
仏
教
主
義
を
取
る
こ
と
と
な
せ
り
」
（
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
三
十
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
②
方
針
及
び
主
義
　
上
記
の
引
用
文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
哲
学
館
教
育
の
方
針
と
主
義
は
日
本
主
義
で
あ
る
。
そ
の
所
以
は

　
　
ぼ
き
我
国
は
独
立
国
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
り
、
学
祖
は
外
遊
か
ら
帰
国
後
哲
学
館
を
改
良
し
て
日
本
大
学
を
開
設
す

る
計
画
が
あ
り
、
「
是
亦
余
か
護
国
愛
理
の
二
大
義
務
に
関
係
す
る
者
に
し
て
教
育
と
宗
教
と
の
本
原
に
遡
り
て
其
主
義
を
明
に
せ

ん
と
欲
せ
ば
其
国
固
有
の
学
を
専
修
す
る
路
を
開
き
以
て
学
問
上
根
拠
を
確
定
せ
さ
る
へ
か
ら
ず
我
国
固
有
の
学
は
国
学
漢
学
仏
学

に
し
て
日
本
大
学
の
目
的
は
此
三
学
の
専
門
科
を
設
く
る
に
あ
り
之
を
要
す
る
に
余
の
教
学
に
関
す
る
事
業
は
大
小
種
々
あ
れ
と
も

総
て
護
国
愛
理
の
二
大
目
的
を
実
行
す
る
に
外
な
ら
さ
る
な
り
」
（
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
三
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
哲
学
館
教
育
の
も
う
一
つ
の
主
義
に
つ
い
て
学
祖
は
『
圓
了
漫
録
』
（
明
治
三
六
年
、
一
九
〇
三
∀
中
、
（
九
）
哲
学
館
教
育

の
主
義
で
「
蓋
し
辛
抱
は
実
業
の
本
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
百
事
の
基
な
れ
ば
哲
学
館
教
育
の
主
義
を
定
め
て
辛
抱
主
義
と
な
さ
ん

と
す
、
」
（
十
一
頁
）
と
説
か
れ
、
主
義
を
定
め
た
上
は
ま
ず
自
分
自
身
が
率
先
躬
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
故
に
余
は
哲
学
館

創
立
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
己
れ
の
身
に
修
め
た
る
も
の
は
辛
抱
の
二
字
に
外
な
ら
ず
、
願
く
は
本
館
に
在
学
せ
る
も
の
、
亦
よ

く
此
二
字
を
服
麿
し
て
本
館
教
育
の
主
義
を
実
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
」
（
同
前
）
と
学
生
に
も
辛
抱
を
勧
め
て
お
ら
れ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
哲
学
館
、
即
ち
東
洋
大
学
の
目
的
は
教
育
家
と
宗
教
家
の
養
成
で
あ
り
、
そ
の
主
義
は
日
本
主
義
と
辛
抱
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主
義
の
二
本
立
で
、
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
学
祖
が
唱
え
ら
れ
た
日
本
主
義
と
は
、
日
本
古
来
の
長
所
を
助
長
発
展
さ
せ
、
短
所
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8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
一

を
自
覚
し
矯
め
直
す
、
と
い
う
意
味
で
、
所
謂
国
粋
主
義
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

口
井
上
圓
了
博
士
の
教
育
観
　
　
学
祖
の
教
育
観
は
学
校
教
育
の
み
を
考
え
て
お
ら
れ
ず
、
広
意
の
教
育
、
即
ち
家
庭
教
育
、
実
業

教
育
か
ら
博
物
館
、
美
術
館
等
の
施
設
、
さ
ら
に
地
形
、
気
象
等
の
自
然
現
象
ま
で
巾
広
く
教
育
に
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
学
祖
の
『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』
（
明
治
二
二
年
、
一
八
八
九
）
と
『
西
航
日
録
』
（
明
治
三
七
年
、
一

九
〇
四
）
を
見
て
も
、
訪
れ
た
地
域
の
学
校
、
教
会
は
も
と
よ
り
博
物
館
、
工
場
等
の
施
設
、
地
形
な
ど
く
わ
し
く
記
述
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
広
意
の
教
育
を
考
え
ら
れ
た
か
を
当
時
（
明
治
二
十
年
～
四
十
年
、
一
八
八
七

～
一
九
〇
七
）
日
本
が
直
面
し
て
い
た
国
際
環
境
か
ら
見
て
み
た
い
。
維
新
以
後
近
代
化
の
道
を
歩
ん
で
来
た
我
が
国
が
、
日
清
戦

争
（
明
治
二
七
～
二
八
年
、
一
八
九
四
～
一
八
九
五
）
、
三
国
干
渉
（
明
治
二
八
年
）
、
日
英
同
明
皿
（
明
治
三
五
年
、
一
九
〇
二
）
を

経
て
日
露
戦
争
（
明
治
三
七
～
三
八
年
、
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
）
へ
進
ん
だ
多
事
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
的

背
景
が
、
「
凡
そ
吾
人
は
国
民
と
し
て
護
国
の
義
務
を
負
う
も
の
な
れ
ば
此
点
よ
り
考
ふ
る
も
教
育
を
盛
に
す
る
は
吾
人
の
責
任
た

る
や
論
を
侯
た
す
今
日
我
邦
に
し
て
西
洋
諸
国
と
対
等
の
交
際
を
為
し
対
等
の
条
約
を
締
結
せ
ん
と
す
る
に
は
先
つ
国
民
の
位
地
を

高
め
彼
と
同
等
の
資
格
を
有
た
し
め
さ
る
べ
か
ら
ず
而
し
て
国
民
の
位
地
を
高
め
ん
と
す
る
に
は
必
ず
教
育
に
依
ら
さ
る
を
得
す

…
…
」
（
「
教
育
宗
教
関
係
論
』
一
二
～
二
二
頁
）
と
、
学
祖
を
し
て
言
わ
し
め
た
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
方
、
国
内
の
一
般
庶
民
は
と
い
う
と
、
「
我
邦
今
日
表
面
に
は
文
明
国
を
装
ふ
も
、
多
数
の
人
民
は
無
学
無
識
に
し
て
、
恰
も

五
里
霧
中
に
迷
ひ
居
る
が
如
し
、
而
し
て
此
人
民
が
知
識
の
眼
を
開
く
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
真
実
の
文
明
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
明

か
な
り
、
故
に
学
者
た
る
も
の
は
必
す
四
千
余
万
の
蒼
生
を
以
て
己
れ
の
心
と
し
、
其
知
識
を
啓
発
す
る
を
以
て
己
れ
の
任
と
し
、

共
に
進
み
並
ひ
行
か
ん
こ
と
を
望
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
」
（
『
圓
了
漫
録
』
二
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
「
余
は
我
邦
今
日
の
欠



目・」」」｛ゴク）教〒f雀見

点
は
無
形
上
の
文
明
の
未
だ
進
ま
さ
る
に
あ
り
て
之
を
進
ま
し
む
る
は
教
育
宗
教
を
改
良
す
る
に
あ
り
而
し
て
教
育
宗
教
の
改
良
は

之
に
従
事
す
る
人
の
知
識
と
道
徳
と
を
進
ま
し
む
る
に
あ
る
を
知
る
…
…
」
（
『
教
育
宗
教
関
係
論
』
、
百
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る

如
・
＼
外
見
上
は
文
明
開
化
に
よ
っ
て
行
燈
が
ガ
ス
燈
に
、
駕
籠
が
人
力
車
に
、
と
い
う
よ
う
に
甚
大
な
変
化
を
遂
げ
て
も
、
精
神

的
に
は
未
だ
学
祖
が
二
度
の
外
遊
で
親
し
く
見
聞
さ
れ
た
西
欧
諸
国
の
国
民
の
意
識
に
及
ば
な
か
っ
た
、
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
こ

に
、
教
育
は
学
校
に
限
ら
ず
、
幼
に
し
て
は
家
庭
教
育
、
そ
し
て
義
務
教
育
修
了
後
は
、
各
地
の
寺
院
が
青
少
年
教
育
、
社
会
教
育

を
受
持
つ
と
い
う
、
広
意
の
教
育
を
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

2
註
13456［

〆

89

以
下
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
、
書
名
と
内
容
の
要
約
は
当
用
漢
字
を
用
う
。

51

ﾖ
ー
ジ
H
行
～
1
2
行
の
引
用
文
に
続
き
、
「
故
に
教
育
の
最
も
関
係
あ
る
者
は
心
理
学
な
り
」

9
］

『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』
、
四
六
頁

『
教
育
的
世
界
観
及
人
生
観
』
、
五
六
～
五
九
頁

前
掲
書
、
四
頁
以
下

同
前
、
三
八
～
四
十
頁

『
教
育
宗
教
関
係
論
』
、
二
八
～
三
十
頁

］
別
掲
圭
日
、
三
十
～
一
二
一
一
百
ハ

『
圓
了
講
話
集
』
、
二
一
五
頁

と
あ
る
。
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